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「岩内での活締め研修・寿都の活締め出荷」
昨年８月、岩内郡漁協で当公社主催の「漁業生産技術研修
会」が開催されました。『活〆鮮魚の出荷と産地・消費地市場と
の対応を考える』と題し、北海道大学の大串氏を講師として招
き、底建網部会と青年部を対象に船上活締めの実習が行われま
した。早朝から昼過ぎまで、実際に底建網で漁獲されたヒラメ
やサケ、ソイなどの活締め方法を学び、魚類販売の付加価値付
けに取り組んで行きたいと熱心に研修を受講していました。
同じ後志南部の寿都町漁協では、一昨年の春から、大串氏の
指導で活締めに取り組み始め、現在８経営体で船上活締めが実
施されています。サクラマスから始まりヒラメ、ソイ類、近年
はホッケも対象とし、出荷の際には「船上活〆」のステッカー
を添付しています。単価アップの効果は少しずつですが現れて
きており、活締めした魚から値が付いていくとのことです。近
年ヒラメの市場単価は800円/kgを下回ることもあり各浜での
活締め・魚価アップの取組が広がっていくことが期待されます。
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明けましておめでとうございます。皆様に

おかれましては、2016年の初春をご健勝に

て迎えられたことと、心からお慶び申し上げ

ます。

さて、年頭に際しこれからを展望すると、

まず、日本を含む12か国が大筋合意した環

太平洋経済連携協定（TPP）が発効して、世

界最大の自由貿易圏が誕生する場面が想起さ

れます。その時が来れば、様々な国や地域か

らの水産物輸入の圧力が増大し、国内水産業

全体に大きな影響を及ぼしかねません。しか

しながら逆にこれをチャンスととらえて、本

道漁業の生産力と競争力の強化を掲げ、政府

にTPP対策を求めるには、日本海はじめ各海

域の資源増大と有効活用のために、栽培漁業

を政策として支えるよう、従前にも増して運

動しなければなりません。

次に、地球温暖化が進み世界中で異常気象

が発生していることが、懸念されます。本道

でも、昨年は相次ぎ強烈な台風・低気圧が襲

来し、本道沿岸の定置網、施設が甚大な被害

を受ける一方、サンマの漁場形成が例年と異

なるなど、自然環境の変化が、より強くより

広範に漁業へ影響を及ぼしているように感じ

ます。こうした変化を意識しつつ、各前浜で

身近な課題に日々取り組みを重ねられること

が、栽培漁業の大切な一面かと考えますの

で、当公社も皆様と共に、各海域の実情に即

した効率的で効果的な種苗生産放流事業を目

指し、邁進して参りたいと存じます。

なお、公社は本年から３年間、中期経営計

画の第２期に入ります。種苗生産を始めとす

る公益事業の新たな展開に加えて、調査設計

事業の拡充強化、公益法人たる体制整備と財

務基盤の安定等に努めることを通じ、沿岸漁

業の振興と地域経済の活性化により一層、貢

献できる栽培漁業を目指すこととしています。

各地域の漁業者の方々をはじめ、北海道や

関係市町村、水試など各研究機関や普及指導

所の皆様には、本年も変わらぬご理解とご協

力を賜りますよう、切にお願い致しますと共

に、日頃の格別なるご指導とご鞭撻に深く感

謝申し上げます。

末尾となりましたが、皆様のご健勝とご多

幸を、併せて全道の浜の安全操業と大漁を心

からご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて

頂きます。

西暦　2016年

公益社団法人 北海道栽培漁業振興公社
代表理事会長 川 崎 一 好

年頭挨拶
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栽培公社発 アクアカルチャーロード

はじめに

ロータリースクリューフィッシ

ュトラップ（以下スクリュートラ

ップ）とは、主に河川内で魚類を

採捕するための装置です。ここで

は、檜山管内の後志利別川にある

函館開発建設部管理の美利河ダム

（図-1）の魚道とダム流入河川の

サクラマススモルト降河調査にお

いて、我が国の調査機関では所有

台数の少ないスクリュートラップ

を用いましたので、その特徴につ

いて紹介します。

スクリュートラップの概要

スクリュートラップは、その名

の通り流水（川水）を利用してド

ラム（写真-1）を回転させ、魚類

を巻き込み採捕するものです。両

端には浮体があり、その上で作業

できるように十分な浮力とスペー

スが確保されています。

スクリュートラップの設置に適

している箇所は、次の通りです。

①�ある程度の流量、流速がある

こと

②ある程度の水深があること

③�ロープなどを結びつける固定

物があること

これらの条件を満たしていない

と、設置をしてもドラムが回転し

ないことや、座礁するなどして使

用できないことがあります。

スクリュートラップの特徴

スクリュートラップは流水を利

用してドラムを回転させ、魚類を

巻き込み採捕します。採捕魚は、

スクリュートラップ後端にある水

槽内に入ります（写真-2）。ここ

に入った魚類は、逃げ出そうとし

ても、ドラムが回転しているため

逃げることができません。また、

スクリュートラップ後端にはドラ

ムの駆動により回転するローラー

があります（図-2）。このローラ

ーにより、巻き込んだ落ち葉や細

かなごみなどを水槽内から排出し

ます。ドラムはワイヤーで吊るし

てあり、流量が極端に多い場合は

ドラムを上げることで、スクリュ

ートラップにかかる負荷を軽減す

ることができます（写真-4（１）、

（２））。

ロータリースクリューフィッシュトラップを�
� 用いた魚類採捕方法の紹介

図-1　美利河ダムHPより転載；一部改

写真-1　スクリュートラップ 写真-2　採捕された魚類及びローラ

入口

ドラム回転方向
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栽培公社発

漁具の比較

美利河ダム魚道周辺の魚類の採

捕には主に３つの方法を用いました。

①スクリュートラップ

②魚道トラップ

③電気ショッカー等

それぞれの特徴は次の通りです

（表-1）。

スクリュートラップは、長期的

にトラップを入れておくことがで

き、かつ魚道トラップと比較して

人の手があまりかからないのが最

大の特徴です。また、電気ショッ

浮子

ドラム

水槽

ローラー

写真-4（１）　ドラムの一部が水中にあるスクリュートラップ 写真-4（２）　ドラムが水中から出ているスクリュートラップ

図-2　スクリュートラップ断面図

表-1　各魚類採捕方法の特徴

降下魚のみ 降下魚・遡上魚 制限なし

短所

・捕獲範囲が狭い
・極端に流量が多い場合は使用できない
・設置に時間がかかる
・定期的に点検が必要

・少規模な増水でも落ち葉がつまり、使用不可となる
・魚道の規格に合わせ作成する必要がある
・定期的に点検が必要

・連続的な採捕や夜間の採捕が不可能
・魚にショックを与えることが多い
・採捕者の技能に左右される

採捕状況

スクリュートラップ 魚道トラップ 電気ショッカー等

長所
・長期間トラップ設置することができる
・魚にショックを与えずに採捕できる

・魚道を通過する魚は確実に採捕できる
・増水時には魚がはりつき、魚体が損傷する事がある
・設置が容易である

・瀬や淵、よどみなど細かなところまで採捕できる
・捕獲状況が即座にわかる

使用可能箇所 水深50cm以上、流速20ｃｍ/ｓ、川幅2m以上が確保できる箇所 水路 制限なし

定量性 中 大 小

遡上降下
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アクアカルチャーロード

カーや投網、魚道トラップにより

採捕した場合、魚が傷付いてしま

う事がありますが（写真-5）、ス

クリュートラップでは魚が傷付く

ことはありません。さらに後端に

は、水槽がついているため、採捕

魚をすぐに回収する必要はありま

せん。

しかし、スクリュートラップは

捕獲範囲が狭いため、魚道トラッ

プは魚道を通過する魚を確実に採

捕できるのに対し、採捕効率が下

がります。また、ある程度の水深

や流速がない場所では使用できな

いため、設置箇所は制限されます。

スクリュートラップと魚道トラ

ップは設置型という点では一緒で

す。魚道トラップは採捕口を上流

側にも下流側にも向けることがで

きます。しかし、スクリュートラ

ップは降河魚専用となります。ス

クリュートラップは我が国では主

にサケ稚魚降下調査時に使用され

ております。本公社では現在、サ

ケ稚魚より遊泳力の強いサクラマ

ス幼魚の降河調査に用い、その効

果を検証中です。

今後の課題と展望

スクリュートラップは長期間魚

類を採捕することができ、かつ採

捕された魚類にもショックを与え

ないという利点があります。しか

し、スクリュートラップの設置に

は大きな労力がかかります。ま

た、スクリュートラップは組み立

て式であり、大型であるため設置

にはクレーン車（写真-6）が必要

になります。そのため、一度設置

すると容易に場所を変えることが

できなくなります。これらのこと

から、スクリュートラップの設置

には、いかに魚類の通り道に設置

することができるかが重要になり

ます。

他にも、水槽内に流入した落ち

葉や小枝など、

細かなものはロ

ーラーにより水

槽外部へ排出す

ることができま

すが、大きなも

のになると排出

できずに水槽内

にたまってしま

います（写真-7）。

このことから流況によってどの

程度の頻度で、点検すればよいか

等、マニュアルが必要になってく

ることが考えられます。

いくつかの問題点はあります

が、スクリュートラップを長期的

に用いることにより、対象魚の生

態を明らかにする可能性があり、

さらに対象魚の好む場所に設置す

ることができれば、電気ショッカ

ーや投網、魚道トラップより、採

捕効率の向上が期待できます。

謝　辞
函館開発建設部今金河川事務所�

美利河ダム管理支所より、データ

のご提供をいただきました。ここ

に感謝の意を表します。

（企画調査部　調査課　淺井　健）

写真-5　増水時に魚道トラップにて採捕されたスモルト（網の跡
や鱗の剥離が見られる）

写真-6　スクリュートラップ設置状況

写真-7　水槽内に流入した落ち葉や小枝
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枝幸のナマコ漁の歴史は古く、

慶応年間には既に地域産業として

成立していたことが当時の文献に

記載されています。その後、昭和

38年からの21年間の空白期間を

経た昭和60年、枝幸漁協なまこ

部会が24名の参画のもと設立さ

れ、枝幸町のナマコ桁曳き網漁業

は再開の時を迎えました。しかし

当時はナマコの値段が安く、手間

のわりに所得につながらない時代

が長く続いたことから別の漁業に

転換する部会員も多く、着業隻

数は一時12隻にまで減少しまし

た。残った部会員が根気強くナマ

コ漁業に励む中、平成15年頃か

ら中国での需要拡大に伴いナマコ

の価格が高騰。いぼ立ちが良く型

の大きいマルエダ印の「枝幸産北

海キンコ」は、その品質の高さか

ら今、世界一のブランドと評され

るに至っています。

枝幸漁協なまこ部会は平成21

年に２名共同の５隻が増隻とな

り、現在は16隻21名で構成され

ています。全船が６月中旬〜８月

中旬までの約２ヶ月間、午前４時

操業開始・帰港午後３時までの条

件で、桁曳き網で漁獲したナマコ

を各自で製品化しています。ナマ

コ需要の増大に伴い、漁獲量・金

額ともに上向いたことから部会員

の生活は安定し始めましたが、同

時に一曳きで桁に入るナマコの量

の減少もまた感じられ始めたこと

から、同部会は平成19年に水産

技術普及指導所に調査協力を依

頼。資源管理の取り組みを強める

ことにしました。

未来のための資源管理

枝幸漁協なまこ部会では指導所

の支援・助言のもと、主に４つの

調査を実施しています。漁獲物調

査は漁期中に４度、４地区から各

１漁家が協力する形で行われ、調

査当日に漁獲されたナマコ１樽分

を全量測定し、漁獲物の重量組成

と漁期中の組成推移、部会員の選

別の精度などを調べます。漁獲可

能なナマコは110g以上のものと

定められており、この基準は製品

化した際の大きさが4g以上にな

ることを前提にしたものです。ま

た、漁期終了後には資源調査を実

施。４地区内の４定点、計16地

点で20分間桁を曳き、小型の個

体を含めた全てのナマコの重量組

成と生育状況を調べ、海域内の資

源状況把握に努めています。この

他、資源評価の基となる操業日誌

には曳網の場所と回数、曳いた

時間の記載を全船に義務づけ、

CPUEの推移による資源評価と

漁場の利用状況の確認に利用。平

成25年からは新たにキンコの歩

留まり調査を加え、生重量の換算

精度向上に努めています。操業日

には漁協担当者が全船を巡回。船

ごとの漁獲数量を直接確認し、年

７トンの許容漁獲量を超えること

がないようチェックしています。

許容漁獲量については平成18年

まで１隻１日600㎏とのみ定めて

いましたが、平成19年に年間漁

獲上限を10トン、平成21年から

は個人操業９トン・新規共同船８

トンへと漸減させ、平成25年に

は全船の漁獲上限量を７トンにま

で下げ、条件を厳しくしていま

す。これは平成21年度の資源量

調査で、指導所から資源水準指数

が１年で約20ポイント減少して

いるとの報告を受けたことが要因

の１つとなっています。なまこ部

会はこの年、着業船５隻の増隻を

受け１隻あたりの漁獲上限を１ト

ン減らし対処しましたが、結果的

に総漁獲量は増加。漁獲圧がその

まま資源量に跳ね返り、部会にと

って大きな反省材料となりました。

市場に求められる製品づくりを

平成24年に部会長を引き継い

だ戸田吉和さんは、平成21年当

時から資源状況への危機感を抱い

ていました。宗谷指導所枝幸支所

の田村亮輔指導員も「調査の結果

と実際の資源量が完全にイコール

だとは思いませんが、枝幸のナマ

コは決して潤沢に資源があるわけ

枝幸漁協なまこ部会

ナマコ資源を後世に！
―世界一のブランド「枝幸産北海キンコ」を守るために―

いぼ立ちが良く大きい枝幸産北海キンコ

船上で選別し規格を満たす個体のみを漁獲
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ではありません。どこかで手を打

たなければ、資源量はいずれ大き

く減少に向かったと思います」と

その点を認めます。戸田部会長

は、資源が枯渇する前に手を打た

なければ枝幸のナマコ漁に未来は

無いと部会員を説得。１隻あたり

年７トンという現在の漁獲上限を

部会で設定しました。

許容漁獲量の減少を受け、部会

員はより大きなナマコを漁獲し単

価の高い大型のキンコ作りを目指

すようになりました。戸田部会長

は「買い屋から、市場で求められ

ている製品は5g以上と聞いてい

ます。乾燥製品の歩留まりは４％

強なので、その条件に見合うキン

コを作るには生重量で110gが下

限となります」と漁獲基準の根拠

を述べます。平成26年の漁獲物

調査で漁獲されたナマコの平均

重量は197g（前年は199g）。部

会員が大型のナマコを選んで漁獲

していることが裏付けられていま

す。それでも戸田部会長は「更な

る意識の向上が必要」と言いま

す。「漁家ごとの事情や地区によ

る資源のバラツキはありますが、

自分たちが満足できる値段で売れ

るのはA品として扱われる大き

いキンコです。獲らずに残した小

型の個体は次年度以降に大きな利

益を産む資源となり、自分たちの

生活を潤してくれるのです」と言

葉に力を込めます。買い屋筋から

は「未来を担う若手漁業者がもう

少し勉強してほしい」と手厳しい

指摘を受けているそうです。世界

一の品質と謳われているからこそ

の厳しい目が注がれる中、求めら

れる以上の品質のキンコづくりを

目指した動きが出てきています。

更なる高みを目指して

枝幸のナマコ着業者は皆、個々

に腕を磨き、各々が最適だと信じ

る方法で製品作りに精を出してい

ます。戸田部会長は、特に引き合

いが強い6g以上のA品を作るた

め、操業から製品づくりまでの全

工程に細心の注意を払っていま

す。操業時は桁を曳く時間を短縮

する代わりに回数を増やすことで

ナマコのキズ付きを極力避けるよ

う配慮。また、定置網が入る場所

の合間を縫って桁を曳くことで、

潮目の影響を最小限に抑えるよう

工夫を凝らしています。良品を作

るために最も重要なことは選別だ

と戸田部会長は断言します。それ

でも１人操業の機会が増えた27

年度は、例年よりもB品（キズ

扱）が増えてしまったことを反省

しています。28年度は選別の精

度を一層高め、工程の一部におい

て使用する水の種類の変更も視野

に入れるなど、上昇志向を忘れず

に枝幸産北海キンコの品質向上を

目指しています。部会員の鮮度に

対する意識も、出港時に持ち出す

氷の量を増やすなど以前より遥か

に高まっているそうです。部会で

は製品づくりに対する意識高揚を

図るため、他地域の加工場見学の

再開を検討しており、選別の精度

向上と高度な保管方法を探求する

ことでキンコ作りの体制を強化し

ていきます。

今や世界に名だたるブランドと

して認知されている枝幸の北海キ

ンコですが、生産と名声の継続に

は、鮮度・品質の維持はもとより

資源の安定化が何よりも重要で

す。自主的な厳しい資源管理を実

践し貴重なナマコを守り育ててい

る部会員にとって、相次ぐ密漁も

死活問題となっています。平成

27年度の資源調査の結果はまだ

出ていませんが、田村指導員は

「大きな時化が相次いだ影響で漁

場環境が例年とは異なることから

イレギュラーな数値が出る可能性

がある」と前置きしたうえで、横

ばいもしくは若干のマイナスにな

ることを予測しています。

資源状況は決して楽観視できま

せんが、貴重な資源を守ることは

今を生きる漁業者の使命です。

数々の取り組みを通じ、枝幸漁協

ナマコ部会は世界一の北海キンコ

を未来永劫にわたり残すため、前

浜の宝を守り続けます。

歩留まり調査の様子 図２　重量組成の推移。次年度以降の
漁獲対象となる個体が増加傾向にある
ことが解る

図１　ナマコの資源状況（CPUEの推移）

枝幸漁協なまこ部会　戸田吉和部会長
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平成27年10月５日から10日までの間、韓国に
おけるアワビ、ヒラメ養殖業の視察に参加させてい
ただいた。ここにその経過と感想を記してみたい。

きっかけは、栽培公社の理事会で出た発言から
である。「ある県の市場は、韓国産ヒラメであふ
れている。北海道では今後、ヒラメ漁業はどうな
っていくか。」「韓国に行ってヒラメ養殖の現状を
見てくるべきだ。」

しかし、有力なツテもなく視察実現は困難かと
思われたのだが、（公社）豊かな海づくり協会に相
談したところ、それでは検討してみようというこ
とで、ありがたいことに10月に開催される国際
アワビシンポジュームに時を合わせ、企画を組ん
でいただいた。

紙面が少ないので、いくつか印象に残ったこと
だけを述べてみると、まず、第一点目は、世界の
アワビ養殖の規模である。アワビシンポジューム
に参加してわかったことであるが、2014年、中
国がダントツの11万５千トン、韓国が１万トン、
その他合わせて12万９千トンの生産だそうであ
る。日本は天然の漁獲が１千４百トン、養殖が数
百トンであるから、まさにケタが違う。後から、
韓国の研究者に聞いたところ、中国ではハイリッ
ド技術も相当進んでいるとのことで、どうにも得
体が知れない気がした。

第二点目は、済州島が一定水温の豊富な地下

海水などによってヒラメ陸上養殖に非常に有利で
あることと並んで、韓国南部がアワビ海上養殖に
よく適しているということ。適温の海に入り江と
島が適度に配置され、なおかつ餌となる海藻も豊
富である。１万トン近い生産をあげ、さらに毎年
10％程度の伸びを示しているそうである。莞島市
の莞島タワーから見た湾一帯に広がるアワビ養殖
施設の規模の大きさは今でも目に焼き付いている。

第三点目は、韓国政府が輸出振興産業として、ヒ
ラメやアワビの養殖業の育成に力を入れていると
いうこと。陸上施設は簡易的ながら、皆同じ構造で
行政主導の跡が見えるし、私企業に対する補助も
ある。電気料も一般家庭の１／３と聞いた。日本
の場合とは大きく異なるものを感じざるを得ない。

日本からしてみると韓国産の養殖物に対抗する
ためには、質を高めるなど、もっと天然物の強み
を生かさなければならないし、資源量を維持し、
輸入物が入り込む余地を作らないこと。そして種
苗生産や流通対策等、国内で連携を図ることなど
が必要であると感じた。

テ ー マ　「北海道の育てる漁業の将来を考える」
趣　　旨

サケ、ホタテガイ、コンブに代表されるよう
に、つくり育てる漁業は本道の漁業生産において
大きな役割を担っておりますが、水産資源状況の
悪化等を踏まえ、水産物の安定供給に対応するた
め、その求められる役割は今後ますます大きくな
るものと思われます。

このような中、つくり育てる漁業を推進するに
は、海洋環境の変化が与える影響等も視野に入
れ、これまで栽培漁業で培った技術の養殖等への
活用を進めていくことが重要と考えます。

今回の「育てる漁業研究会」では、道内外の養
殖先進事例などをご紹介し、本道の育てる漁業の
将来を考えてみたいと思います。
主　　催　公益社団法人 北海道栽培漁業振興公社
後　　援　北海道水産林務部
開催日時　平成28年１月15日（金） 9:30〜12:00

開催場所　  北海道第二水産ビル８階　大会議室
（札幌市中央区北３条西７丁目）

講　　演
Ⅰ　温暖化を含む海洋環境変化に負けない沿岸漁業を考える　

 北海道大学大学院水産科学研究院 資源生物学分野　特任教授　桜 井 泰 憲
Ⅱ　  宮城県の新しい高品質カキ養殖の実証研究： 

産業育成を目指した復興プロジェクトについて
 （国研）水産総合研究センター東北区水産研究所　特任部長　神 山 孝 史
事例発表

Ⅰ　奥尻島におけるイワガキ養殖試験について　
 檜山地区水産技術普及指導所 奥尻支所　主査　大 西 博 継

Ⅱ　  噴火湾（落部前浜）での漁業者によるホヤの採苗・養殖について　
 落部漁業協同組合　佐々木正広
研究紹介

Ⅰ　函館湾におけるアサリ養殖試験について　
 （地独）道総研 水産研究本部函館水産試験場　研究主任　金 森 　 誠
総括質疑　

座　長 （公社）北海道栽培漁業振興公社　代表理事副会長　渡 辺 鋼 樹

栽培漁業技術情報
〜 韓 国 視 察 雑 感 〜� 渡辺�鋼樹�代表理事副会長

公益社団法人 北海道栽培漁業振興公社

平成27年度「育てる漁業研究会」開催のお知らせ
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